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2020年眼科グループ 

学会発表 
 
1. Hiraoka T, Yoshimitsu M, Kondo H, Santodomingo-Rubido J: 

Deposits on worn orthokeratology contact lenses: a quantitative evaluation of their thickness before 
and after lens care. 
Global Specialty Lens Symposium (Las Vegas, Nevada) January, 2020. 

2. 岡本史樹： 
網膜疾患の自覚症状と評価法（不等像視，コントラスト感度，立体視）． 
日本視覚学会 2020 年冬季大会（東京）1 月, 2020. 

3. 上野勇太： 
知っておきたい目の病気～白内障と緑内障について～． 
医療講演会（つくば市）1 月, 2020. 

4. 大鹿哲郎： 
結果にコミットする。白内障手術． 
第 13 回千葉眼科プライマリーケア研究会（特別講演）（浦安市）2 月, 2020. 

5. 平岡孝浩： 
近視進行抑制治療の最前線． 
豊島区眼科講演会（東京）2 月, 2020. 

6. 平岡孝浩： 
眼疾患の基礎知識． 
眼科コメディカル講習会（東京）2 月, 2020. 

7. 岡本史樹： 
網膜疾患の立体視障害とその原因． 
Winter Vitrectomy meeting 2020（北海道）2 月, 2020. 

8. 森田由香： 
3 歳児における眼科健診の重要性について． 
茨城県医師会保育所嘱託医・幼稚園園医研修会（水戸市）2 月, 2020. 

9. 森田由香： 
3 歳児健診における視力検査． 
茨城県少子化対策会議（水戸市）2 月, 2020. 

10. 長谷川優実： 
眼内レンズアップデート–レンティス・トリフォーカル–． 
2019 年第 2 回茨城県視能訓練士会（つくば市）2 月, 2020. 

11. 平岡玲亜，木内 岳，小塚淳子，佐藤友光子，平岡孝浩，大鹿哲郎： 
円錐角膜の矯正においてユーソフト®が極めて有効であった 3 症例． 
第 51 回筑波大学眼科集談会（つくば市）2 月, 2020. 

12. 長谷川優実，高久瑠璃子，平岡孝浩，大鹿哲郎： 
複数の機器で測定した角膜屈折力の比較． 
第 51 回筑波大学眼科集談会（つくば市）2 月, 2020. 
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13. 高木星宇，上野勇太，星 崇仁，大鹿哲郎： 
CASIA2 を用いたタンパク質溶液および標準粒子溶液の定量評価． 
第 51 回筑波大学眼科集談会（つくば市）2 月, 2020. 

14. 藤井寛紀，星 崇仁，塩崎晋啓，岡本史樹，田崎邦治，村上智哉，大鹿哲郎： 
小型高速リアルタイム PCR システムによるアデノウイルス DNA 迅速検出の試み． 
第 51 回筑波大学眼科集談会（つくば市）2 月, 2020. 

15. 林 明弘，森川翔平，岡本史樹，猪本尚毅，石川裕人，上田哲生，坂本泰二，杉谷和彦， 
澤田 修，森 潤也，高村佳弘，大鹿哲郎： 
初診時に光覚が消失していた開放性眼外傷の臨床的特徴． 
第 51 回筑波大学眼科集談会（つくば市）2 月, 2020. 

16. 森川翔平，岡本史樹，杉浦好美，村上智哉，大鹿哲郎： 
黄斑浮腫を伴う網膜静脈分枝閉塞症の立体視に影響する視機能因子． 
第 51 回筑波大学眼科集談会（つくば市）2 月, 2020. 

17. 高橋尚子，加治優一，石橋康久，大鹿哲郎： 
ポリ L リジンとラクトフェリンによるアカントアメーバのレンズケースへの接着抑制． 
角膜カンファランス 2020（東京）2 月, 2020. 

18. 上野勇太，森 悠大，福田慎一，大鹿哲郎： 
偏光 OCT で測定した角膜偏光位相差の加齢変化の検討． 
角膜カンファランス 2020（東京）2 月, 2020. 

19. 森 悠大，上野勇太，福田慎一，大鹿哲郎： 
偏光 OCT を用いた角膜偏光位相差測定ソフトの繰り返し精度の検討． 
角膜カンファランス 2020（東京）2 月, 2020. 

20. 大鹿哲郎： 
多焦点眼内レンズと選定療養． 
アルコン Webinar（特別講演）（東京）3 月, 2020. 

21. 大鹿哲郎： 
老視矯正（多焦点）眼内レンズを用いた水晶体再建術． 
第 124 回日本眼科学会総会（シンポジウム）（東京）4 月, 2020. 

22. 大鹿哲郎： 
多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術の今後． 
第 124 回日本眼科学会総会（サブスペシャリティサンデー）（東京）4 月, 2020. 

23. 平岡孝浩： 
近視進行抑制と収差．収差を再考する． 
第 124 回日本眼科学会総会（シンポジウム）（東京）4 月, 2020. 

24. 平岡孝浩： 
コントラスト感度．改めて学ぶ視機能検査法～多角的に評価するために～． 
第 124 回日本眼科学会総会（教育セミナー）（東京）4 月, 2020. 

25. 岡本史樹： 
変視，不等像視と視覚生理． 
第 124 回日本眼科学会総会（教育セミナー）（東京）4 月, 2020. 

26. 長谷川優実: 
“見える”を追求する屈折矯正． 
第 124 回日本眼科学会総会（ランチョンセミナー）（東京）4 月, 2020. 
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27. 長谷川優実: 
乱視が両眼視機能に与える影響とトーリック IOL の適応． 
第 124 回日本眼科学会総会（ランチョンセミナー）（東京）4 月, 2020. 

28. 上野勇太： 
CASIA2 を用いた水晶体・IOL 解析． 
第 124 回日本眼科学会総会（ランチョンセミナー）（東京）4 月, 2020. 

29. 上野勇太： 
カラー写真を用いた角膜浸潤の AI 自動分類の試み． 
第 124 回日本眼科学会総会（東京）4 月, 2020. 

30. 木住野源一郎，加治優一，菊地千一郎，小沢忠彦，高橋秀徳，井上裕治，大鹿哲郎， 
川島秀俊： 
光トポグラフィを用いた白内障手術前後の脳血流評価． 
第 124 回日本眼科学会総会（東京）4 月, 2020. 

31. 星 崇仁，塩崎晋啓，岡本史樹，田崎邦治，村上智哉，大鹿哲郎： 
小型高速リアルタイム PCR システムによるアデノウイルス DNA 迅速検出の試み． 
第 124 回日本眼科学会総会（東京）4 月, 2020. 

32. 岡本史樹，杉浦好美，村上智哉，平岡孝浩，大鹿哲郎： 
網膜剥離術後の立体視障害に影響する視機能因子． 
第 124 回日本眼科学会総会（東京）4 月, 2020. 

33. 高久瑠璃子，長谷川優実，平岡孝浩，大鹿哲郎： 
IOL マスター700 で測定した Total Kera-tometry と他機種の角膜屈折力との比較． 
第 124 回日本眼科学会総会（東京）4 月, 2020. 

34. 村上智哉，杉浦好美，岡本史樹，加藤篤子，岡本芳史，永藤元道，宮園弥生，大鹿哲郎： 
未熟児網膜症に対する網膜光凝固とベバシズマブ硝子体注射の治療成績の比較． 
第 124 回日本眼科学会総会（東京）4 月, 2020. 

35. 上野勇太，高木星宇，大鹿哲郎： 
前眼部 OCT を使用した蛋白質溶液および標準粒子溶液の定量評価． 
第 124 回日本眼科学会総会（東京）4 月, 2020. 

36. 森田由香，平岡孝浩，大鹿哲郎： 
強度近視眼における低矯正外斜視手術の有効性の検討． 
第 124 回日本眼科学会総会（東京）4 月, 2020. 

37. 長谷川優実，藤田善史，宮田 章，大鹿哲郎： 
Clareon®の術後回旋評価とその影響因子の検討． 
第 124 回日本眼科学会総会（東京）4 月, 2020. 

38. 上野勇太，小田昌宏，山口剛史，前田直之，福岡秀記，森 健策，大鹿哲郎： 
カラー写真を用いた角膜浸潤の AI 自動分類の試み． 
第 124 回日本眼科学会総会（東京）4 月, 2020. 

39. 平岡孝浩，関根康生，吉満円香，近藤英明，サントドミンゴルビドハシント，大鹿哲郎： 
オルソケラトロジーレンズ付着汚れの厚み評価とケア用品による洗浄効果の検討． 
第 124 回日本眼科学会総会（東京）4 月, 2020. 

40. 飯田将元，中野伸一郎，福田理英子，大鹿哲郎： 
HOYA 社製 Vivinex™乱視用眼内レンズの術後成績． 
第 124 回日本眼科学会総会（東京）4 月, 2020. 
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41. 平岡玲亜，加治優一，キセニアパルチュノバ，大鹿哲郎： 
β受容体遮断薬（チモロール）の線維柱体細胞に対する作用の網羅的解析． 
第 124 回日本眼科学会総会（東京）4 月, 2020. 

42. 守屋友貴，加治優一，キセニアパルチュノバ，本庄 恵，五十嵐希望，相原 一， 
大鹿哲郎： 
培養ヒト線維柱帯細胞において Ripasudil により発現される RNA の網羅的解析． 
第 124 回日本眼科学会総会（東京）4 月, 2020. 

43. 大澤亮子，佐野公彦，湯口琢磨，大鹿哲郎： 
4 種類のトーリック眼内レンズの短期術後成績比較． 
第 124 回日本眼科学会総会（東京）4 月, 2020. 

44. 佐藤正樹： 
白内障周術期抗菌薬使用の現状（周術期抗菌薬適正使用と AMR アクションプラン） 
第 35 回 JSCRS 学術総会（シンポジウム）（Web 開催）7 月, 2020. 

45. 神谷和孝，佐藤正樹，林 研，小島隆司，後藤憲仁，田淵仁志，初坂奈津子： 
JSCRS COVID-19 緊急アンケート. 
第 35 回 JSCRS 学術総会（特別報告）（Web 開催）7 月, 2020. 

46. 佐藤正樹，神谷和孝，小島隆司，後藤憲仁，田淵仁志，初坂奈津子，林 研： 
2020 JSCRS Clinical Survey． 
第 35 回 JSCRS 学術総会（特別報告）（Web 開催）7 月, 2020. 

47. 中野伸一郎： 
レンティス コンフォート トーリック®の実力！ 
第 35 回 JSCRS 学術総会（Web 開催）7 月, 2020. 

48. 小川智一郎，佐々木紀幸，大鹿哲郎，AutonoMe 臨床成績評価グループ： 
ClareonTM眼内レンズ AutonoMeTMオートプリロードデリバリーシステムの多施設における臨

床使用成績調査（中間報告）． 
第 35 回 JSCRS 学術総会（Web 開催）7 月, 2020. 

49. 大鹿哲郎： 
低加入度数分節型眼内レンズ． 
第 35 回 JSCRS 学術総会（シンポジウム）（Web 開催）7 月, 2020. 

50. 平岡孝浩： 
世界の最新トレンドを知ろう！“What’s New in 2019”コンタクトレンズの進化と近視進行抑制

法アップデート． 
第 35 回 JSCRS 学術総会（インストラクションコース）（Web 開催）7 月, 2020. 

51. 中野伸一郎： 
臨床で役立つトーリック眼内レンズ講座． 
ーNew Platform テクニストーリック II を使いこなすー 
AMO WEB セミナー 7 月, 2020. 

52. 森田由香： 
小児眼科医という職業． 
高校生向けの職業観セミナー（つくば市）9 月, 2020. 

53. 平岡孝浩： 
コンタクトレンズの最新知識．学びなおし眼光学 眼鏡とコンタクトレンズ． 
第 56 回日本眼光学学会総会（教育セミナー）（Web 開催）9 月, 2020. 
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54. 平岡孝浩： 
近視進行抑制研究最前線．子どもの眼を光学で守る仕組み． 
第 56 回日本眼光学学会総会（シンポジウム）（Web 開催）9 月, 2020. 

55. Palchunova K，三橋俊文，三野聡大，Liu J，平岡孝浩，長谷川優実，大鹿哲郎： 
OCT with auto-alignment function: fundus shape model for myopia screening. 
第 56 回日本眼光学学会（Web 開催）9 月, 2020. 

56. 堀内哲也，三橋俊文，星 崇仁，岡本史樹，大鹿哲郎： 
IPMC アクチュエータとシリコーンゲルによる調節可能眼内レンズ． 
第 56 回日本眼光学学会（Web 開催）9 月, 2020. 

57. 岡本史樹，杉浦好美，大鹿哲郎： 
糖尿病黄斑浮腫患者のコントラスト感度． 
第 26 回日本糖尿病眼学会総会/第 35 回日本糖尿病合併症学会（金沢市）10 月, 2020. 

58. 中野伸一郎： 
トーリック IOL(T-IOL)導入の効果、使用に際しての注意． 
弘前大学（Webgigs）10 月, 2020. 

59. 長谷川優実： 
実践！大学病院における選定療養と PanOptix． 
Alcon Channel（Web）10 月, 2020. 

60. Nakano S, Fukuda R, Hiraoka T, Oshika T: 
Photic phenomena in eyes implanted with a low-add refractive segmental asymmetric multifocal 
intraocular lens. 
38th Congress of European Society of Cataract & Refractive Surgeons. (Online) October, 2020. 

61. Hasegawa Y, Fujita Y, Miyata A, Oshika T: 
Rotational stability and its related factors of a new single-piece acrylic intraocular lens Clareon. 
38th Congress of European Society of Cataract & Refractive Surgeons. (Online) October, 2020. 

62. 大鹿哲郎： 
低加入度数分節型眼内レンズ． 
第 74 回日本臨床眼科学会（シンポジウム）（東京）11 月, 2020. 

63. 大鹿哲郎： 
日本眼科 AI 学会からの提案． 
第 74 回日本臨床眼科学会（シンポジウム）（東京）11 月, 2020. 

64. 大鹿哲郎，黒坂大次郎，江口秀一郎，稲村幹夫，永本敏之： 
難症例・合併症例の白内障手術． 
第 74 回日本臨床眼科学会（インストラクションコース）（東京）11 月, 2020. 

65. 平岡孝浩． 
オルソケラトロジー知っておきたい最新情報．近視進行抑制－最新の知見と治療の実際－． 
第 74 回日本臨床眼科学会（ランチョンセミナー）（東京）11 月, 2020. 

66. 岡本史樹： 
うんちくビトレクトミー  眼外傷． 
第 74 回日本臨床眼科学会（インストラクションコース）（東京）11 月, 2020. 

67. 岡本史樹： 
開放性眼外傷の疫学・大規模研究． 
第 74 回日本臨床眼科学会（専門医制度第 72 回講習会）（東京）11 月, 2020. 
 



6 

 

68. 中野伸一郎： 
Vivinex トーリックの特徴と術後使用成績． 
第 74 回日本臨床眼科学会（ランチョンセミナー）（東京）11 月, 2020. 

69. 長谷川優実： 
大学病院の選定療養における多焦点眼内レンズの現状． 
第 74 回日本臨床眼科学会（モーニングセミナー）（東京）11 月, 2020. 

70. 長谷川優実： 
乱視が両眼視機能に与える影響とトーリック IOL の適応． 
第 74 回日本臨床眼科学会（ランチョンセミナー）（東京）11 月, 2020. 

71. 長谷川優実，高久瑠璃子，平岡孝浩，大鹿哲郎： 
複数の機器で測定した角膜乱視とトーリック眼内レンズ選択の比較． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

72. 山本敏哉，平岡孝浩，大鹿哲郎： 
低加入度数分節眼内レンズと単焦点眼内レンズ挿入眼の実用視力比較． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

73. 森 早諭里，星 崇仁，田崎邦治，平岡孝浩，大鹿哲郎： 
放射性ヨウ素内用療法後の涙道閉塞に対して涙道内視鏡検査及び治療を行なった一例． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

74. 森 悠大，福田慎一，上野勇太，藤田亜佳里，長谷川優実，平岡孝浩，大鹿哲郎： 
CASIA2 による核硬度評価と白内障手術リスクとの関連． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

75. 福田慎一，森 悠大，上野勇太，藤田亜佳里，長谷川優実，平岡孝浩，大鹿哲郎： 
高深達前眼部 OCT による前部硝子体剥離の観察． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

76. 平岡孝浩，木内 岳，平岡玲亜，小塚淳子，佐藤友光子，大鹿哲郎： 
ユーソフト®の臨床評価． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

77. 木内 岳，平岡孝浩，Lachlan Hoy，岡島行伸，大鹿哲郎： 
遠視用オルソケラトロジーレンズによる老視矯正前後の裸眼視力の比較． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

78. 稲福勇仁，長谷川優実，大鹿哲郎： 
複数の機器で測定した角膜乱視の比較． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

79. 藤田亜佳里，上野勇太，福田慎一，大鹿哲郎： 
角膜厚を考慮した正常角膜・円錐角膜・円錐角膜僚眼の偏光位相差の比較． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

80. 冨岡瑞樹，岡本史樹，森川翔平，大鹿哲郎： 
内境界膜自家移植を行った再発黄斑円孔の長期成績． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

81. 岡本芳史，大鹿哲郎： 
ポリープ状脈絡膜血管症と網膜細動脈瘤による黄斑下出血の比較． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 
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82. 佐々木 功，江口秀一郎，宮田 章，西村知久，宮田和典，長谷川優実，大鹿哲郎： 
トーリック IOL（Alcon A コード）の回旋安定性と影響因子に関する多施設共同前向き研

究． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

83. 村上智哉，岡本史樹，杉浦好美，森川翔平，岡本芳史，大鹿哲郎： 
CRVO 治療における変視の 1 年間の経時変化と視覚関連 QOL． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

84. 森川翔平，岡本史樹，杉浦好美，村上智哉，大鹿哲郎： 
網膜静脈分枝閉塞症のラニビズマブ治療における視覚関連 quality of life． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

85. 杉浦好美，岡本史樹，森川翔平，村上智哉，岡本芳史，大鹿哲郎： 
BRVO 治療における変視の 1 年間の経時変化と視覚関連 QOL． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

86. 岡本史樹，森川翔平，杉浦好美，村上智哉，岡本芳史，大鹿哲郎： 
網膜中心静脈閉塞症のラニビズマブ治療における視覚関連 quality of life． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

87. 高久瑠璃子，森川翔平，加治優一，大鹿哲郎： 
Realtime multiplex PCR が診断に有用であった梅毒ぶどう膜炎の 1 例． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

88. 平岡玲亜，長谷川優実，平岡孝浩，大鹿哲郎： 
軽度の乱視が視機能に与える影響． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

89. 星 崇仁，田崎邦治，平岡孝浩，大鹿哲郎： 
涙道閉塞性疾患に対する涙管チューブ挿入術前後のコントラスト感度． 
第 74 回日本臨床眼科学会（東京）11 月, 2020. 

90. Mukherjee P, Miyazawa A, Fukuda S, Yamashita T, Abd El-Sadek I, Makita S, Oshika T, Yasuno Y: 
3D label-free dynamics imaging of liver microvasculature by optical coherence microscopy. 
Optics & Photonics Japan 2020 (Hamamatsu, Japan) November, 2020. 

91. 岡本史樹： 
日本における開放性眼外傷の特徴とゴルフ外傷． 
第 25 回虎馬会（福岡市）11 月, 2020. 

92. 長谷川優実： 
ロービジョンケア、はじめました． 
第６回視機能を考える会（Web）11 月, 2020. 

93. 岡本史樹： 
『データサイエンスと網膜硝子体手術』黄斑前膜． 
第 59 回日本網膜硝子体学会総会（シンポジウム）（福岡市）11 月, 2020. 

94. 浅野宏規、籠谷保明、岡田 明、柏瀬光寿、荒木敬士、池田欣史、飽浦淳介、黒田真一郎： 
インドにおけるチベット難民コミュニティでの眼科医療支援活動 20 年． 
第 59 回日本網膜硝子体学会総会（福岡市）11 月, 2020. 
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95. 石川裕人，森 潤也，木下貴正，森川翔平，岡本史樹，杉本昌彦，吉田茂生，三田村佳典，

木村和博，寺崎寛人，坂本泰二 9，五味 文： 
感染性眼内炎の多施設後ろ向き研究． 
第 59 回日本網膜硝子体学会総会（福岡市）11 月, 2020. 

96. 加藤亜紀，荒木敬士，木下貴正，岡本史樹，三田村佳典，坂本泰二，楠原仙太郎， 
高村佳弘，近藤峰生，緒方奈保子，小椋祐一郎，五味 文，安川 力： 
滲出型加齢黄斑変性に伴う黄斑下出血の視力予後に関する多施設後ろ向き研究． 
第 59 回日本網膜硝子体学会総会（福岡市）11 月, 2020. 

97. 杉浦好美，岡本史樹，森川翔平，村上智哉，岡本芳史，大鹿哲郎： 
BRVO 治療におけるコントラスト感度の 1 年間の経時変化と視覚関連 QOL． 
第 59 回日本網膜硝子体学会総会（福岡市）11 月, 2020. 

98. 上野勇太，岡本史樹，杉浦好美，村上智哉，森川翔平，富岡瑞樹，大鹿哲郎： 
網膜静脈分枝閉塞症の治療経過中の乱視変化． 
第 59 回日本網膜硝子体学会総会（福岡市）11 月, 2020. 

99. 村上智哉，岡本史樹，杉浦好美，森川翔平，岡本芳史，大鹿哲郎： 
CRVO 治療におけるコントラスト感度の１年間の経時変化と視覚関連 QOL． 
第 59 回日本網膜硝子体学会総会（福岡市）11 月, 2020. 

100. 森川翔平，岡本史樹，杉浦好美，平岡孝浩，大鹿哲郎： 
網膜静脈分枝閉塞症における立体視の経時変化と視覚関連 quality of life． 
第 59 回日本網膜硝子体学会総会（福岡市）11 月, 2020. 

101. 冨岡瑞樹，岡本史樹，森川翔平，杉浦好美，村上智哉，大鹿哲郎，岡本芳史： 
網膜中心静脈閉塞症治療における立体視と視覚関連 quality of life． 
第 59 回日本網膜硝子体学会総会（福岡市）11 月, 2020. 

102. 上野勇太，小田昌宏，山口剛史，福岡秀記，森 健策，大鹿哲郎： 
前眼部写真を用いた正常・角膜浸潤・角膜瘢痕の AI 自動分類の試み． 
第 1 回日本眼科 AI 学会（福岡市）11 月, 2020. 

103. 柏木賢治，大鹿哲郎，坂本泰二，三宅正裕： 
AMED 助成眼科ビッグデータ AI 事業のこれまでの取り組みと今後． 
第 1 回日本眼科 AI 学会（福岡市）11 月, 2020. 

104. 杉浦好美，岡本史樹，大鹿哲郎： 
糖尿病黄斑浮腫患者の変視． 
第 26 回日本糖尿病眼学会総会/第 35 回日本糖尿病合併症学会（金沢市）12 月, 2020. 

105. 岡本史樹： 
網膜疾患と視機能・新たな手術補助物質の開発． 
千寿社内講演会（つくば市）12 月, 2020. 

106. 森田由香： 
徒歩・バス通学におけるヘルメット着用の自由化にむけて． 
牛久市医師理事会（牛久市）12 月, 2020. 

107. 杉浦好美： 
網膜静脈分枝閉塞症とコントラスト感度． 
Asia-Pacific Retina Forum（京都）12 月, 2020. 
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108. 中野伸一郎： 
トーリック IOL(T-IOL)導入の効果、使用に際しての注意． 
新潟大学（Webgigs）12 月, 2020. 

 


